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１．決算のポイント 
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■ ２０１７年度決算は、増収・増益（保険料等収入、基礎利益ベース） 

 保険料等収入は、一時払外貨建養老保険の販売好調および２０１７年 

 １０月より日本生命への商品供給を開始したことにより、一時払保険料 

 が増加したため増収 

 基礎利益は、費差損益および逆ざや額が改善したことにより増益 

 当期純利益は、追加責任準備金の積立および価格変動準備金の繰入を 

 行い、財務の健全化を図ったことから減益 

 

■ 保険成績 

 新契約業績は、件数・新契約高・年換算保険料いずれも増加 

 保有契約業績は、件数・年換算保険料は増加、保有契約高は減少 

 ２０１７年度までの中期経営計画において経営目標として掲げていた 

 「定額保険の保有契約年換算保険料の反転」については、１年前倒し 

 で反転を実現し、２０１７年度も増加基調を継続 

 

■ 健全性を示すソルベンシー・マージン比率は、前年度末から１５５．８ 

   ポイント増加の１,０７０．３％ 



２．収支の状況  

２ 

 ■保険料等収入は、一時払外貨建養老保険の販売好調および２０１７年１０月より日本生命への商品供給を
   開始し、一時払保険料が増加したことから、前年度比３６．８％増の６，９４５億円。
 ■基礎利益は、一時払保険商品の販売好調に伴うローディングの増加等により費差損益が改善したこと、
   利息および配当金等収入の増加および予定利息負担の減少により逆ざや額が改善したことから、前年度比
   １３．６％増の５９６億円。
 ■当期純利益は、ＡＬＭ目的の国内債券入替に伴う有価証券売却益計上によりキャピタル損益が増加した
   ものの、財務の健全化を図るため、臨時損益において追加責任準備金の積立を行ったこと、特別損益に
   おいて価格変動準備金の繰入を行ったことから、前年度比２２．９％減の２３２億円。



３．新契約の状況〔個人保険＋個人年金保険〕 
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